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1. 原油市況（ＷＴＩ先物）は、7月初めに1バレル＝145ドル台と史上最高値を更新した。しかし、その後は世界的な景気悪
化懸念の強まりなどから低下基調を辿り、9月15日には米金融市場の混乱を受けて、6ヶ月ぶりに100ドル台を割った。

2. 米国経済は、住宅市場の調整が続くなか、それらが生産や雇用、消費者センチメントの悪化につながるなど先行き景
気悪化懸念が強まっている。サブプライム問題については、9月に政府が政府系住宅金融公社や保険大手ＡＩＧを政府管
理下で公的資金投入による救済策を発表した。また20日には、米財務省が公的資金（最大7000億ドル<約75兆円>）によ
る不良資産買い取り案を議会に提示したと発表した。しかし依然、信用不安は、予断を許さない状況である。こうしたな
か、米FRBは 9月16日のＦＯＭＣで政策金利を2.0％のまま据え置くことを決定した。6月以降、3回連続して現状維持と
なったが、声明文では、「経済成長の下振れリスクとインフレの加速リスクはいずれも重大な懸念事項」と指摘している。

3. わが国でも、景気後退懸念が強まっている。7月の鉱工業生産指数（確報）は前月比+1.3％と2ヶ月ぶりに上昇したが、
8月の生産は同▲2.9％と大幅な減少が予定されている上、生産実績が計画より下振れる傾向が鮮明になっている。また、
設備投資の先行指標となる機械受注（船舶・電力を除く民需）の7月分は前月比▲3.9％と、2ヶ月連続で減少した。一方、
賃金が伸び悩むなか、食料品などの生活に身近な商品の価格上昇が続いていることを背景に、消費者マインドはさらに
悪化している。内需、外需とも弱含んでおり、先行き一段と景気が悪化することが懸念されている。

4. 外為市場では、欧州の景気減速懸念の強まりから、ユーロ高からの調整が進んだ。ユーロ・ドル相場は9月上旬には
07年9月下旬以来となる1.40ドル割れへドルが上昇したが、一連の金融市場安定化策の発表から外為市場では米国の
財政悪化を懸念し、直近では一時1.45ドル台までドル安が進んだ。また、ドル円相場は、米国での信用不安の再燃など
から再び円高ドル安傾向となり、9月中旬には一時103円台となった。

5. 日経平均株価は、3月中旬に1万2,000円割れまで下落した後、一旦持ち直したものの、業績悪化懸念や9月中旬の世
界的株価下落から1万2,000円台を割り込んだ。しかし、米国当局の金融市場安定化策で信用不安が後退し、反発してい
る。日本の長期金利の目安である新発10年国債利回りは、世界的なインフレ懸念に伴い、6月中旬に一時1.895％まで上
昇したが、その後は下落傾向が続き、リーマン・ブラザーズの経営破綻をきっかけに9月16日に一時1.3％台となった。

6. 日銀は9月の景況判断を「停滞している」と、8月から据え置いた。また、政府も9月の景気判断を「景気は、このところ
弱含んでいる」 と、事実上景気後退を宣言した8月の判断を据え置いた。

経 済 金 融 ・ 情 勢 資 料 ２ ０ 年 ９ 月
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原油価格：需要低迷の見方などから一時１00ドル台割れへ

原油市況の動向(日次）
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OPEC バスケット価格

ニューヨーク原油（先物）価格

ドバイ原油価格

・ニューヨーク原油先物（ＷＴＩ期近、終値）価格は、7月上旬に145ドル台と史上最高値を更新した後は、
世界経済の鈍化などで反落。ドルの持ち直しもあり弱含んでいたところ、信用不安に伴う世界的な景
気悪化懸念などから9月16日に100ドル台割れとなった。しかし、19日には、一連の米国の金融市場
安定化策発表を受け、急反発し、100ドル台を回復した。

・米エネルギー情報局（ＥIA）は、9月のエネルギー見通しで、08年のＷＴＩ期近の平均価格を1バレル＝
115.81と8月（127.39ドル）から下方修正した。

・原油価格は下落基調となっているものの、① OPEC 内での減産主張など高値維持の姿勢、②イラ
ンなど産油国の政情不安、 ③中国、インドなど新興国経済が底堅い成長を続けている、などが一定
の下支えをしていると見られる。

世界の石油需給
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非農業雇用・製造業新規雇用者数変化

（8月、単位：千人）
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米国経済：非農業部門雇用者数は8ヶ月連続の減少

• 8月の非農業部門雇用者数は、前月比▲8.4万人と、 8ヶ月連続で減少。また、完全失業率は、前
月から+0.4％pt上昇し、6.1％と03年9月以来の高水準となった。

• 米国では4月末から始まった所得税減税の小切手の交付等が一段落し、7～9月期はその特殊要
因が剥落しつつある。

• 原油価格の低下や消費者心理の悪化の一服という明るい材料はあるが、雇用環境、個人所得の
悪化の影響が強まれば、一層消費が低迷する可能性が高い。

• なお、米FRBは07年9月以降4月まで、政策金利（FF金利）を計7回で3.25％引き下げたが、6月に
続き、8月のFOMCでも2.00％のまま据え置くことを決定した。年内は、現状の金利水準が維持され
るとの見方が強い。利下げ再開の見方も一時出たが、金融市場安定化策の発表を受け、後退し
た。

イールドスプレッドとＦＦレート誘導目標（政策金利）の関係

▲ 3

▲ 2

▲ 1

0

1

2

3

4

5

93/9 95/9 97/9 99/9 01/9 03/9 05/9 07/9

（％）

0

1

2

3

4

5

6

7

8

フェデラルファンドレート(右軸） 10国債－3ヶ月ＴＢ 10国債－ＦＦレート誘導水準

(%)



5

• 08年4～6月期の実質ＧＤＰ成長率（2次速報）は前期比▲0.7％（同年率▲3.0％） と、4四半期ぶり
のマイナス。

• 内訳は、民間最終消費支出が前期比▲0.5％だった上、これまで景気を牽引してきた輸出（同
▲2.5％）、民間企業設備（同▲0.5％）も悪化。

• 一方、ホームメイド・インフレを示すGDPデフレーターは、前年同期比▲1.5％とマイナス幅拡大傾
向が続いている。

国内の経済成長率：4～6月期は前期比▲0.7％（同年率▲3.0％）

第2次速報：ＧＤＰ成長率（08年4～6月）
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•日銀短観（6月調査）の08年度設備投資計画（ソフトウェアを含み、土地を除くベース）は、前年度
比+3.5％と3月調査（▲1.8％）から上方修正された。

•一方、設備投資の先行指標である機械受注（船舶・電力を除く民需）の7月分は、前月比▲3.9％（6
月：▲2.6％）と2ヶ月連続で減少。なお、7～9月期については前期比▲3.0％が見込まれている。

•これまで、企業の設備投資意欲は底堅く推移してきたが、景気悪化が鮮明になれば、設備投資計
画が先送りされる可能性が高い。

国内の設備投資：先行指数である機械受注（7月）は前月比▲3.9％に

短観の設備投資計画:前年度比の推移
(ソフトウェアを含み、土地を除く)
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鉱工業生産：7月は前月比+1.3％増となったが、先行き減少見込み

• 7月の鉱工業生産指数は前月比+1.3％の108.3と、2ヶ月ぶりの上昇。経産省は生産についての基
調判断を前月に「弱含みで推移」と下方修正したが、7月は据え置いた。
• 製造工業生産予測調査では、 8月の前月比▲2.9％の減少の後、9月は同+3.4％の回復を見込ん
でいる。しかし、輸送機械、情報通信機械工業など加工組立型産業で大幅な減少を見込んでおり、
関連産業への影響が懸念される。
• このところ、北米・欧州など先進国・地域向けを中心に輸出が減少していることに加え、アジアな
ど新興国経済の減速、消費者心理の悪化、企業業績の悪化見通しなど不安材料が多い。

鉱工業生産の推移
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個人消費：消費者心理は大幅悪化が継続

消費者態度指数（全国：8月）
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• 街角の景況感を示す8月の景気ウォッチャー調査の現状判断ＤＩは、前月比▲1.0ポイントの28.3
と5ヶ月連続で低下。一方、先行き判断DIは、ガソリン価格の低下による影響への期待感などから
同+1.2ｐｔの32.0と6ヶ月ぶりに上昇。

• 家計の消費意欲を示す8月の消費者態度指数（全国・総世帯）は30.5と、前月から▲1.1ポイント
低下。同指数を構成する全項目が悪化。一方、物価見通しについては、「上昇する」との回答合計
が86.2％と7月から▲1.3％ポイントの低下となったが、依然高水準。

• 賃金が伸び悩むなか、食料品など生活に身近な商品の価格上昇が続いていることを背景に消
費者心理が悪化しており、消費の停滞が懸念される。

景気ウォッチャー調査（8月）
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物価：７月の消費者物価は前年比＋２．４％へ上昇

全国（生鮮食品除く総合）消費者物価変化率（前年比）
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エネルギー 生鮮食品を除く総合

• 8月の国内企業物価は、原油など資源高の影響から、前年比+7.2％。1981年1月（同+8.0％）以来
の高い伸びとなった7月（同+7.3％）に続き、2ヶ月連続で7％台。石油製品、鉄鋼、化学製品、電力な
どの上昇分の寄与が大きいのに加え、これまでの穀物市況上昇分の価格転嫁から加工食品も上昇
傾向を強めている。

• 7月の消費者物価（除く生鮮食品）は前年比+2.4％と10ヶ月連続の前年比プラス。前年比+2.0％台
になるのは、98年1月（同+2.0％）以来。石油製品、食料品を中心に値上げの動きが強まっており、プ
ラス幅が拡大した。

• ガソリンなど石油製品の値下げが見込まれるが、価格転嫁の動きが続く品目も多いと予想される。
消費者物価の上昇率は頭打ちになると思われるが、当面は2％前後の上昇が続く可能性がある。

国内企業物価指数の推移と要因分解
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・ 日銀は07年2月21日の金融政策決定会合で0.25％の追加利上げを決定して以来、政策金利（無担保コール翌日
物）を0.5％で据え置いている。なお、このところ市場参加者の次回利上げ予想時期は大幅に後ずれしている。

・ わが国の長期金利の目安となる新発10年国債利回りは、3月下旬には1.2％台と量的緩和政策が解除されてから
の最低水準となった。その後、信用不安が後退したことに加え、日本での物価上昇傾向などから、6月中旬には一
時1.9％をうかがう展開となった。しかし、国内外の景気減速懸念の強まりや世界的な株価の下落から、再び低下
傾向が強まった。

・ 8月下旬に1.405％まで低下して以降は、債券の高値警戒感（金利低下の行き過ぎ）などから利回りの緩やかな
上昇が続いたが、9月16日は米証券大手リーマン・ブラザーズの経営破綻を受けた「安全資産」への逃避の動き
から、一時1.3％台まで低下した。

長期金利：新発10年国債利回り、一時1.3％台後半に

最近の長期金利動向
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日経平均株価と東証の時価総額
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株価：日経平均株価は、9月中旬に一旦１万2000円割れ

・ 米国の株価は、7月中旬にダウ平均が一時1万1000㌦を割り込んだ後、米当局の金融市場の安定に向けた
対策発表などから、一旦下げ止まった。証券大手リーマン・ブラザーズの経営破綻をきっかけに9月15日に再
び1万1000㌦割れとなったが、その後の一連の金融市場安定化策を受け、直近は1万1000㌦台を回復。

・ 一方、中国の上海総合指数は、輸出の減速や五輪特需効果の剥落懸念などから下落傾向が続いている中、
世界的な株安を受け、9月16日に2000ポイント割れとなった。なお、中国人民銀行は9月15日に、02年2月以来
6年7ヶ月ぶりに利下げを実施した。

・ 日経平均株価は、今年3月中旬に05年8月以来となる1万2000円を割った後、米国の株価の持ち直しなどを
受けて、5月上旬に１万４000円台を回復。その後は、世界的な株価下落や国内外の経済指標の悪化、企業の
減益傾向などを受け1万2000円台前半で推移したが、米リーマン・ブラザーズの経営破綻を受け、9月中旬に
一旦1万2000円割れとなった。

米中　株価動向
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為替動向：直近1ドル＝103円台まで一時的に円安・ドル高が進む

　ドル円・ﾕｰﾛ円相場の推移
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Bloombergデータより作成

(1ドル=円)
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ドル円（左軸、逆目盛）
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円
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円
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　ﾕｰﾛの対米ドル相場の推移
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Bloombergデータより作成

(1ユーロ=ドル)

ド
ル
安

ド
ル
高

・外国為替市場では、 8月中旬以降は、欧州の景気減速懸念の強まりから、ユーロの調整が進ん
だ。しかし、リーマン・ブラザーズの経営破綻を受け、9月15日以降は、ドル安が進んだ。

・ドル円相場は、3月中旬には一時1ドル＝95円台と95年8月下旬以来の円高ドル安水準となった。
その後は円安傾向が強まり、8月中旬には1月上旬以来となる1１0円台まで円安・ドル高が進んだ。
しかし、米国での信用不安の再燃などから再び円高ドル安傾向となり、9月16日には一時103円
台となった。

・対ユーロでは、ユーロ圏の景況感の悪化などから、急速にユーロ安・ドル高が進み、9月上旬に
は07年9月下旬以来となる1.40ドル割れとなった。その後、一連の金融市場安定化策の発表から
米国の財政悪化懸念が浮上し、一時1.45ドル台へドル安が進んだ。



13

政府、日銀の景気判断：政府、事実上の景気後退宣言

• 政府は、９月の景気判断を「景気は、このところ弱含んでいる」と８月の判断を据え置いた。先行き
については、「景気がさらに下振れするリスクが存在することに留意する必要がある」としている。な
お、政府は、世界経済の成長鈍化及び世界的な資源・食料価格の高騰といった状況を踏まえ、「安
心実現のための緊急総合対策」を８月29日に決定。

• 日銀は、9月の景況判断を「停滞している」と、8月から据え置いた。設備投資は「横ばい」から「幾
分減少」と変更した。一方、先行きについては、「当面停滞を続ける可能性が高いものの、国際商品
市況が落ち着き、海外経済も減速局面を脱するにつれて、次第に緩やかな成長経路に復していく」
としている。

10月

一部に弱さがみられるものの、回復している 緩やかに拡大している

11月

一部に弱さがみられるものの、回復している 緩やかに拡大している

12月

一部に弱さがみられるものの、回復している 緩やかに拡大している

1月

一部に弱さがみられるものの、回復している 緩やかに拡大している

2月

このところ回復が緩やかになっている。 緩やかに拡大している

3月

景気回復は、このところ足踏み状態にある。 緩やかに拡大している

4月

景気回復は、このところ足踏み状態にある。 減速している。

5月

景気回復は、このところ足踏み状態にある。 減速している。

6月

景気回復は足踏み状態にあるが、このところ一部
に弱い動きがみられる

減速している。

7月

景気回復は足踏み状態にあるが、このところ一部
に弱い動きがみられる

さらに、減速している。

8月

景気は、このところ弱含んでいる。 停滞している。

9月

景気は、このところ弱含んでいる。 停滞している。

内閣府「月例経済報告」、日銀「経済月報」より農中総研作成　（注）矢印は景気判断の方向を示す。

日銀金融経済月報年　月 政府月例報告

2008年

2007年
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内外金融市場データ：
（農中総研　調査第二部　経済金融Ⅰ班作成）

新発１０
年国債
利回

債先
１０年物

中心限月

金　　利
スワップ
レート
５年物

（円－円）
仲値

無担保
コール
翌日物

TIBOR
ユーロ円

3ヵ月

LIBOR円
３ヵ月

TIBOR
ユーロ円

6ヵ月

金利先物
(利回り)
中心限月

円ドル
・スポッ

ト
レート
東京
17：00
現在

ユーロ・
ドル・

スポット
レート

ユーロ
円    ス
ポット
レート
東京
17：00
現在

日経平均
（２２５種）

TOPIX
終値

NYダウ
工業株

３０種平均

ナスダック
総合

米国
財務省
証券

１０年物
国債利回

LIBOR
ドル
３ヵ月

独国
１０年物
国債利

回

NY
金先物
・期近

WTI
期近

OPEC
バス
ケット
価格

08/07/30 1.525 136.45 1.381 0.509 0.8485 0.903 0.898 0.875 107.95 1.558 168.46 13,367.79 1,302.99 11,583.69 2,329.72 4.044 2.80 4.416 902.90 126.77 120.88
08/07/31 1.530 136.41 1.373 0.519 0.8485 0.903 0.896 0.860 108.13 1.560 168.87 13,376.81 1,303.62 11,378.02 2,325.55 3.946 2.79 4.355 913.90 124.08 122.48
08/08/01 1.510 136.72 1.343 0.504 0.8485 0.900 0.896 0.845 107.44 1.556 167.34 13,094.59 1,272.93 11,326.32 2,310.96 3.931 2.79 4.349 909.00 125.10 121.08
08/08/04 1.495 137.01 1.317 0.502 0.8485 0.904 0.896 0.840 107.80 1.558 167.98 12,933.18 1,248.25 11,284.15 2,285.56 3.962 2.80 4.334 900.10 121.41 120.80
08/08/05 1.535 136.75 1.333 0.502 0.8485 0.903 0.896 0.835 107.82 1.545 167.11 12,914.66 1,247.71 11,615.77 2,349.83 4.017 2.80 4.310 878.60 119.17 116.22
08/08/06 1.520 137.19 1.294 0.500 0.8485 0.903 0.896 0.820 108.33 1.541 167.88 13,254.89 1,277.27 11,656.07 2,378.37 4.050 2.80 4.341 875.60 118.58 114.64
08/08/07 1.515 137.11 1.290 0.499 0.8477 0.904 0.895 0.805 109.45 1.533 169.28 13,124.99 1,258.81 11,431.43 2,355.73 3.920 2.80 4.262 870.70 120.02 115.08
08/08/08 1.465 137.68 1.240 0.499 0.8477 0.901 0.895 0.780 109.85 1.501 166.61 13,168.41 1,259.93 11,734.32 2,414.10 3.928 2.80 4.261 857.80 115.20 112.73
08/08/11 1.450 137.68 1.247 0.501 0.8469 0.901 0.894 0.795 109.84 1.491 165.13 13,430.91 1,280.00 11,782.35 2,439.95 3.990 2.80 4.273 821.50 114.45 111.27
08/08/12 1.455 137.71 1.248 0.503 0.8462 0.898 0.894 0.800 109.90 1.493 163.84 13,303.60 1,271.42 11,642.47 2,430.61 3.895 2.80 4.230 808.20 113.01 109.08
08/08/13 1.445 137.73 1.236 0.504 0.8454 0.894 0.894 0.785 108.77 1.492 162.47 13,023.05 1,246.48 11,532.96 2,428.62 3.931 2.80 4.206 825.00 116.00 109.56
08/08/14 1.440 137.87 1.229 0.512 0.8454 0.886 0.894 0.790 109.50 1.483 163.33 12,956.80 1,238.93 11,615.93 2,453.67 3.886 2.81 4.203 808.20 115.01 110.88
08/08/15 1.455 137.69 1.239 0.504 0.8454 0.881 0.894 0.760 110.34 1.469 162.57 13,019.41 1,247.31 11,659.90 2,452.52 3.835 2.81 4.165 786.00 113.77 107.88
08/08/18 1.440 137.84 1.231 0.503 0.8454 0.879 0.894 0.745 110.26 1.469 162.62 13,165.45 1,263.75 11,479.39 2,416.98 3.810 2.81 4.143 799.70 112.87 108.68
08/08/19 1.430 137.96 1.228 0.503 0.8439 0.875 0.892 0.745 110.02 1.478 161.36 12,865.05 1,235.54 11,348.55 2,384.36 3.829 2.81 4.165 811.10 114.53 108.26
08/08/20 1.440 137.78 1.249 0.503 0.8439 0.870 0.892 0.770 110.13 1.475 162.55 12,851.69 1,233.37 11,417.43 2,389.08 3.801 2.81 4.123 810.30 114.98 109.77
08/08/21 1.410 138.03 1.225 0.501 0.8439 0.868 0.892 0.770 108.96 1.490 161.11 12,752.21 1,224.53 11,430.21 2,380.38 3.829 2.81 4.175 833.00 121.18 114.07
08/08/22 1.445 137.69 1.258 0.503 0.8439 0.870 0.892 0.785 109.11 1.479 162.18 12,666.04 1,216.42 11,628.06 2,414.71 3.870 2.81 4.219 827.40 114.59 114.63
08/08/25 1.425 138.10 1.245 0.502 0.8439 休場 0.892 0.790 109.97 1.475 162.13 12,878.66 1,239.25 11,386.25 2,365.59 3.784 休場 4.121 819.80 115.11 110.61
08/08/26 1.415 138.49 1.224 0.508 0.8439 0.871 0.892 0.780 109.83 1.465 161.49 12,778.71 1,229.35 11,412.87 2,361.97 3.774 2.81 4.114 822.20 116.27 110.51
08/08/27 1.430 138.08 1.263 0.509 0.8439 0.879 0.892 0.790 109.02 1.473 160.51 12,752.96 1,223.69 11,502.51 2,382.46 3.763 2.81 4.174 828.10 118.15 111.79
08/08/28 1.420 138.25 1.260 0.505 0.8446 0.879 0.891 0.810 108.91 1.471 160.78 12,768.25 1,219.53 11,715.18 2,411.64 3.778 2.81 4.179 833.30 115.59 111.85
08/08/29 1.405 138.37 1.253 0.516 0.8446 0.881 0.891 0.815 108.80 1.467 160.38 13,072.87 1,254.71 11,543.55 2,367.52 3.812 2.81 4.176 831.20 115.46 111.23
08/09/01 1.470 137.62 1.303 0.512 0.8446 0.890 0.892 0.820 107.72 1.462 157.83 12,834.18 1,230.64 休場 休場 3.812 2.81 4.126 休場 休場 110.02
08/09/02 1.460 138.11 1.285 0.502 0.8446 0.894 0.892 0.830 108.31 1.452 157.06 12,609.47 1,212.37 11,516.92 2,349.24 3.733 2.81 4.141 806.60 109.71 103.40
08/09/03 1.460 138.35 1.268 0.503 0.8446 0.891 0.892 0.830 108.91 1.450 157.06 12,689.59 1,220.55 11,532.88 2,333.73 3.699 2.81 4.140 804.30 109.35 103.69
08/09/04 1.500 137.50 1.325 0.503 0.8454 0.893 0.893 0.840 108.35 1.433 157.52 12,557.66 1,201.65 11,188.23 2,259.04 3.623 2.82 4.070 799.30 107.89 103.64
08/09/05 1.435 138.68 1.271 0.509 0.8462 0.898 0.893 0.830 106.49 1.427 152.08 12,212.23 1,170.84 11,220.96 2,255.88 3.699 2.81 4.001 798.80 106.23 101.21
08/09/08 1.525 137.32 1.341 0.503 0.8469 0.898 0.893 0.840 108.79 1.413 155.68 12,624.46 1,216.41 11,510.74 2,269.76 3.674 2.82 4.064 798.50 106.34 101.08
08/09/09 1.495 136.87 1.309 0.502 0.8469 0.896 0.893 0.835 107.80 1.413 152.25 12,400.65 1,191.59 11,230.73 2,209.81 3.567 2.82 4.043 788.10 103.26 98.49
08/09/10 1.505 136.88 1.303 0.506 0.8469 0.892 0.893 0.835 107.18 1.400 151.80 12,346.63 1,192.38 11,268.92 2,228.70 3.630 2.82 4.066 758.90 102.58 96.80
08/09/11 1.500 137.29 1.302 0.501 0.8469 0.889 0.893 0.840 107.22 1.400 149.38 12,102.50 1,162.72 11,433.71 2,258.22 3.643 2.82 4.081 742.10 100.87 95.29
08/09/12 1.530 137.35 1.316 0.468 0.8469 0.888 0.893 0.845 107.50 1.422 151.31 12,214.76 1,177.20 11,421.99 2,261.27 3.719 2.82 4.185 761.00 101.18 95.21
08/09/15 休場 休場 休場 休場 休場 0.886 休場 休場 休場 1.424 休場 休場 休場 10,917.51 2,179.91 3.387 2.82 4.051 783.80 95.71 91.26
08/09/16 1.465 139.45 1.229 0.524 0.8515 0.893 0.895 0.745 103.73 1.413 147.72 11,609.72 1,117.57 11,059.02 2,207.90 3.436 2.88 3.996 777.10 91.15 86.27
08/09/17 1.490 138.73 1.236 0.550 0.8539 0.904 0.899 0.785 105.20 1.433 149.70 11,749.79 1,121.43 10,609.66 2,098.85 3.414 3.06 4.016 847.10 97.16 87.21
08/09/18 1.485 138.34 1.319 0.486 0.8577 0.900 0.903 0.855 105.32 1.435 151.00 11,489.30 1,097.68 11,019.69 2,199.10 3.544 3.20 4.036 893.20 97.88 89.39
08/09/19 1.465 137.02 1.325 0.433 0.8585 0.900 0.905 0.850 107.24 1.447 152.40 11,920.86 1,149.12 11,388.44 2,273.90 3.811 3.21 4.208 861.00 104.55 N.A.
（Bloomberg データから作成）　　　最終日は午前12:00現在。

　

日付

長期金利 短期金利 外国為替 内外株価指数 海外金利 その他

内外金融市場データ
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